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【株式に関する住所変更等の
お手続きについてのご照会】
証券会社の口座をご利用の株主様は、三井住友信託銀行株式
会社ではお手続きができませんので、取引証券会社へご照会
ください。

証券会社の口座をご利用でない株主様は、左記電話照会先ま
でご連絡ください。

【未払配当金の支払について】
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出く
ださい。

【「配当金計算書」について】
配当金のお支払いの際にご送付しております「配当金計算書」
は、租税特別措置法の規定に基づく「支払通知書」を兼ねてお
ります。確定申告を行う際は、その添付資料としてご使用いた
だくことができます。

ただし、株式数比例配分方式をご選択いただいている株主様
につきましては、源泉徴収税額の計算は証券会社等にて行わ
れます。確定申告を行う際の添付資料につきましては、お取引
の証券会社等にご確認をお願いします。

なお、配当金領収証にて配当金をお受取りの株主様につきま
しても、配当金のお支払いの都度「配当金計算書」を同封させ
ていただいております。確定申告をされる株主様は大切に保
管ください。

【特別口座について】
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用
されていなかった株主様には、株主名簿管理人である左記の
三井住友信託銀行株式会社に口座（特別口座といいます。）を
開設しております。

特別口座についてのご照会および住所変更等のお届出は、左
記の電話照会先にお願いいたします。

毎年3月31日（基準日）現在の株主名簿に記載された株主様に対し、当社
グループの容器に入った缶詰を年1回、以下のとおり贈呈いたします。
贈呈基準

所有株式数 ご優待内容

1,000株以上5,000株未満 2,000円相当の缶詰詰合せ

5,000株以上10,000株未満 3,000円相当の缶詰詰合せ

10,000株以上 5,000円相当の缶詰詰合せ

各種お手続きについて

株主優待のお知らせ

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
基準日　定時株主総会
　　　　期末配当
　　　　中間配当

毎年3月31日
毎年3月31日
毎年9月30日

上場証券取引所 東京証券取引所　札幌証券取引所
公告方法 電子公告により行う

（http://www.hokkanholdings.co.jp/）に
掲載いたします。ただし、事故その他やむを得
ない事由により電子公告をすることができな
いときは、日本経済新聞に掲載いたします。

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵便物送付先 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電話照会先 0120-782-031（フリーダイヤル）
インターネット
ホームページURL

http://www.smtb.jp/personal/agency/
index.html
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代表取締役社長
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　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を
賜り、厚く御礼申し上げます。
　ここに、第93期上半期（2017年4月1日から2017年9月
30日まで）の営業の概況ならびに計算書類について、ご報
告申し上げます。

当上半期の業績および営業概況

　当上半期におけるわが国経済は、海外経済の不確実性は依
然あるものの、企業収益は改善しており、また、個人消費も雇
用・所得環境の改善を背景に堅調に推移いたしましたため、
景気は緩やかな回復を続ける状況となりました。
　このような情勢のなかで、当社グループは業績の向上を目
指し、各分野で努力してまいりました結果、当上半期の連結
総売上高は630億81百万円（前年同期比4.9％減）となり、営
業利益は47億44百万円（前年同期比28.3％減）、経常利益は
53億88百万円（前年同期比28.2％減）、親会社株主に帰属す
る四半期純利益は39億22百万円（前年同期比20.3％減）を計
上いたしました。

　当上半期の清涼飲料業界の状況につきましては、春先の天
候不順はありましたものの、７月までは概ね全国的に好天に
恵まれましたが、８月以降は東日本を中心に記録的な大雨が
続いた影響により、清涼飲料業界全体では前年並みに推移す
る結果となりました。
　カテゴリー別でみますと、茶系飲料につきましては健康志
向の高まりを背景に日本茶等の無糖茶系飲料が好調に推移
しましたものの、炭酸飲料につきましては８月以降の天候不
順の影響を受けましたため、前年並みの推移となりました。ま

た、その他の清涼飲料（ミネラルウォーターやスポーツドリン
ク等）では前年を下回る結果となりました。
　容器別にみますと、缶製品では、缶コーヒーにおける通常缶
とリシール缶（ボトル缶）ともにペットボトルへのシフト等の影
響を受けましたため、前年を下回る結果となりました。なお、ペッ
トボトル製品につきましては前年を上回る結果となりました。
　食品缶詰業界につきましては、農産缶詰は前年を上回る結
果となりましたが、水産缶詰ではカニ・サンマ等を中心に不漁
による原料不足のため大幅な減産となり、前年を下回る結果
となりましたため、食品缶詰業界全体では前年を下回る結果
となりました。
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項目 第89期 第90期 第91期 第92期 第93期（当第2四半期）

売上高 （単位：百万円） 169,714 152,931 119,923 122,075 63,081
経常利益 （単位：百万円） 4,639 1,652 5,732 8,732 5,388
親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益 （単位：百万円） 1,966 △4,805 3,384 4,987 3,922

総資産 （単位：百万円） 138,175 134,820 132,101 127,134 133,887
純資産 （単位：百万円） 49,780 47,012 49,597 51,068 54,785
1株当たり
四半期（当期）純利益 （単位：円） 29.24 △71.45 50.33 78.95 64.36
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（メタル缶）
①飲料缶・食品缶
　飲料用スチール空缶につきましては、ホット用として販
売を行っていたＢＴ缶（固形物の出易いくびれ缶）がコール
ド商品に採用されるなど好調に推移いたしましたものの、
主力の缶コーヒーが、依然として減少傾向に歯止めがかか
らず、前年を下回る結果となりました。
　食品缶詰用空缶につきましては、水産缶詰は原料不足の
影響により、前年を下回る結果となり、また、農産缶詰につ
きましても前年を下回りましたため、食品缶詰用空缶全体
においては前年を下回る結果となりました。
②その他
　エアゾール用空缶につきましては、主力の殺虫剤が春先の
天候不順の影響により販売が減少しましたものの、燃料ボンベ
缶の新規受注等の寄与により前年を上回る結果となりました。
　また、美術缶につきましても、ギフト関連製品は前年割れ
となりましたものの、新商品の受注等により販売が好調に
推移いたしましたため、前年を上回る結果となりました。

（プラスチック容器）
①飲料用ペットボトル
　飲料用ペットボトルにつきましては、お客様による内製
化の影響により販売が減少しました。また、無菌充填用プリ
フォーム（ボトル成型前の中間製品）につきましても春先の
天候不順の影響を受け販売が減少しましたため、前年を下

回る結果となりました。
②食品用ペットボトル
　食品用ペットボトルにつきましては、贈答用商品の販売
が減少したこと等により、前年を下回る結果となりました。
③その他
　一般成形品につきましては、化粧品用や農薬・園芸品用の
販売が好調に推移いたしました。また、バッグインボックス
につきましても前年を上回る販売となりましたため、一般
成形品全体では前年を上回る結果となりました。

　以上の結果、容器事業全体の売上高は、202億68百万円（前
年同期比6.3％減）となり、営業利益は7億25百万円（前年同
期比63.2％減）となりました。

（缶製品）
　缶製品につきましては、リシール缶（ボトル缶）が新ライ
ンの稼働により前年を上回る販売となりましたものの、通
常缶の販売が落ち込みましたため、缶製品全体では前年を
下回る結果となりました。

（ペットボトル製品）
　ペットボトル製品につきましては、アセプティック（無菌

充填）を含む小型ペットボトル製品は、一部生産ラインのリ
ニューアル工事の影響により、前年を下回る販売となりま
した。また、アセプティック（無菌充填）を含む大型ペットボ
トル製品につきましても、ミネラルウォーターの受注が減
少したこと等により前年割れとなりましたため、ペットボ
トル製品全体では前年を下回る結果となりました。
　以上の結果、乳製品受託製造販売を営むくじらい乳業株
式会社を加えた充填事業全体の売上高は、386億78百万円

（前年同期比4.3％減）となり、営業利益は46億23百万円（前
年同期比8.9％減）となりました。

　機械製作事業につきましては、自動車部品生産設備やリ
チウム電池製造設備の受注等が堅調であり、また、エンジニ
アリング部門におきましても前年を上回る結果となりまし
たため、機械製作事業全体の売上高は、15億23百万円（前年
同期比1.2％増）となり、営業利益は92百万円（前年同期比
4.1％減）となりました。

　インドネシアにおいて、容器（ペットボトル）製造から内容物
の充填までを一貫して行うPT.HOKKAN INDONESIA

（ホッカン・インドネシア社）では、一部のお客様による内製化
の影響等により、前年を下回る結果となりました。
　また、ベトナムにおいて清涼飲料の受託充填事業を営ん
でおりますNIHON CANPACK(VIETNAM)CO.,LTD.

（日本キャンパック・ベトナム社）は、同国における天候不順
の影響はありましたものの、新製品受注等が寄与し、前年を
上回る結果となりました。
　なお、化粧品等製造販売を営む株式会社コスメサイエン
スは、新製品受注や新規顧客の獲得等により、前年を上回る

結果となりました。
　以上の結果、工場内の運搬作業等を行っております株式
会社ワーク・サービスを加えたその他全体の売上高は、26億
11百万円（前年同期比4.9％減）となり、営業損失は1億18
百万円（前年同期は営業利益26百万円）となりました。

下期へ向けて

　下期のわが国経済の見通しにつきましては、東京オリン
ピック関連投資の本格化や所得環境の改善による個人消費
の増加により緩やかな成長が進むものと思われます。
　このような状況のなかで、当社グループでは、国内の既存
事業で経営基盤をしっかりと支えるべく、子会社である株
式会社西日本キャンパックの設備増設を新たに決定する
等、事業構造の見直しを進めております。
　また、新規事業や海外事業につきましても、引き続き当社
グループの成長エンジンとして強化することで、グループ
全体の業績の向上を目指していく所存であります。
　なお、当社は2016年４月に東洋製罐グループホールディ
ングス株式会社と経営統合に関する基本合意書を締結いた
しております（本発表内容につきましてはインターネット
上の当社ウェブサイト（アドレス http://www.hokkanhol 
dings.co.jp/)に掲載しております。）が、株主の皆様にご報
告できる準備が整い次第、速やかにお知らせいたします。
　株主の皆様におかれましては、今後ともご理解と一層の
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　なお、通期の連結業績は売上高1,235億円、経常利益65億円、
親会社株主に帰属する当期純利益40億円を見込んでおります。
　以上ご報告のとおりでございますので、中間配当金につ
きましては、１株につき３円75銭とし、2017年12月11日に
お支払いすることといたしました。

事業別の概況

容器事業

充填事業

機械製作事業

その他

43
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ホッカンホールディングスは
グループ事業会社全体の力を統合し、
さらに高いレベルの｢ものつくり力｣を追求します。
当社は持株会社として、各事業を強化するとともに、グループ企業との
アライアンスの発展を図ってまいります。そして、“最大より最高”をモットーに、
品質と価格の両面を併せ持つ｢ものつくり力｣を高めてまいります。

「 オ ー エ ス プ レ シ
ションオレンジ」は、
超精密度を追求する
同社の各種金型と各
種製造機械の安全
性を表しています。

充填

大手ブランドの飲料を空缶やペッ
トボトルに充填する受託充填企業
です。調合から物流までを請け負
う総合力を持っています。

「キャンパックアク
アブルー」は、良質の
水に恵まれた工場
を持つ同社のメリッ
トから、品質と潤い
を表しています。

株式会社日本キャンパック

容器製造
／販売

食品用、飲料用などの空缶、
ペットボトルなどのプラス
チック容器の開発、生産、販売
など幅広くおこなっています。

「ホッカンエバーグ
リーン」は、同社の
ルーツである北海道
の大地を象徴する
緑、永遠の若さ、生命
力を表しています。

北海製罐株式会社
東都成型株式会社
日東製器株式会社
昭和製器株式会社
株式会社ワーク・サービス
株式会社コスメサイエンス
PT.ホッカン・インドネシア

株式会社西日本キャンパック
くじらい乳業株式会社
日本キャンパック・マレーシア
日本キャンパック・ベトナム

機械製作
北海製罐株式会社や株式会社日本キャ
ンパックで使用する超精密度の金型か
ら製造機械、総合一般の製造ラインま
で提供する機械メーカーです。

オーエスマシナリー株式会社
KE・OSマシナリー株式会社

5 6

Hokkan Group ホッカングループ概要 Close Upクローズアップ

株式会社西日本キャンパック
無菌充填ライン新設へ

　飲料の受託製造を手掛ける当社グループの株式会社西日本キャンパックでは、ペットボトル市場に
おいて、ホットパック充填方式から無菌充填方式（アセプティック）への移行が進んでいる動向を受け
止め、小型から大型まで対応できる無菌充填ラインを同社の敷地内に新設いたします。2017年11月
より着工し、2018年11月の稼働に向けて計画を進めております。
　稼働後は、各ブランドオーナー様のご要望にお応えし、レベルの高い「ものつくり力」を進めてまい
ります。

設備投資の概要

内　　容 清涼飲料水 無菌充填
ペットボトルライン

投資総額 約65億円

設置場所 岐阜県岐阜市

生産能力
1,100万函／年

（500mlペットボトル 
24本入り換算）

対応容器 280ml〜2,000ml 
ペットボトル

稼働予定 2018年11月

株式会社
西日本キャンパック



当社は、剰余金の配当等会
社法第459条第1項各号に
定める事項について、法令
に別段の定めがある場合を
除き、取締役会の決議によ
り定めることができる旨を
定款に定めております。
剰余金の配当につきまして
は、将来の事業展開と経営
体質の強化のために必要な
内部留保を確保しつつ、株
主の皆様への安定した配当
を行うことを基本方針とし
ております。

利益配分に
関する基本方針

3.75 3.75 3.75 3.75

7.50 7.50 7.50 7.50

3.75

3.75 3.75 3.75 3.75

7.50

（予想）

（予想）

第89期 第90期 第91期 第92期 第93期

3.75

中間期 期末単位：円
1株当たり配当金

四半期連結貸借対照表（要旨） 四半期連結損益計算書（要旨）

四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） （単位：百万円）

（単位：百万円） （単位：百万円）
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Financial Data 四半期連結財務諸表

科目

当第2四半期
2017年4月 1 日から
2017年9月30日まで

前第2四半期
2016年4月 1 日から
2016年9月30日まで

売上高 63,081 66,322
　売上原価 51,416 52,775
売上総利益 11,664 13,547
　販売費及び一般管理費 6,920 6,925
営業利益 4,744 6,621
　営業外収益 875 1,149
　営業外費用 231 266
経常利益 5,388 7,505
　特別利益 417 845
　特別損失 213 254
税金等調整前四半期純利益 5,592 8,096
法人税･住民税及び事業税 1,579 2,635
法人税等調整額 125 254
四半期純利益 3,887 5,206
非支配株主に帰属する四半期純利益（△は損失） △35 284
親会社株主に帰属する四半期純利益 3,922 4,921

科目

当第2四半期
2017年4月 1 日から
2017年9月30日まで

前第2四半期
2016年4月 1 日から
2016年9月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,582 7,650

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,374 1,086

財務活動によるキャッシュ・フロー 327 △7,573

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3 △35

現金及び現金同等物の増減額 △1,468 1,126

現金及び現金同等物の期首残高 2,325 2,155

現金及び現金同等物の四半期末残高 857 3,282

科目
当第2四半期

2017年9月30日現在
前期

2017年3月31日現在

負債の部

流動負債 53,317 42,861
　　支払手形及び買掛金 21,235 17,766
　　短期借入金 22,693 14,568
　　リース債務 402 444
　　未払法人税等 1,607 1,990
　　賞与引当金 893 898
　　その他 6,485 7,193
固定負債 25,783 33,204
　　長期借入金 19,427 26,768
　　リース債務 1,105 1,221
　　繰延税金負債 1,351 1,233
　　退職給付に係る負債 3,032 3,067
　　その他 867 913
負債合計 79,101 76,065
純資産の部

株主資本 48,249 44,555
　資本金 11,086 11,086
　資本剰余金 11,070 11,070
　利益剰余金 28,047 24,352
　自己株式 △1,954 △1,954
その他の包括利益累計額 4,949 4,879
　その他有価証券評価差額金 5,657 5,679
　繰延ヘッジ損益 18 11
　為替換算調整勘定 38 67
　退職給付に係る調整累計額 △765 △878
非支配株主持分 1,587 1,633
純資産合計 54,785 51,068
負債純資産合計 133,887 127,134

科目
当第2四半期

2017年9月30日現在
前期

2017年3月31日現在

資産の部

流動資産 46,899 40,781
　　現金及び預金 857 2,325
　　受取手形及び売掛金 30,160 23,634
　　電子記録債権 3,598 2,838
　　たな卸資産 9,066 8,711
　　繰延税金資産 582 656
　　その他 2,661 2,643
　　貸倒引当金 △27 △29
固定資産 86,987 86,352
　有形固定資産 61,786 61,431
　　建物及び構築物 22,589 22,613
　　機械装置及び運搬具 18,423 18,924
　　土地 15,887 15,903
　　リース資産 2,635 2,855
　　建設仮勘定 1,664 584
　　その他 585 549
　無形固定資産 942 983
　投資その他の資産 24,258 23,937
　　投資有価証券 21,302 21,448
　　長期貸付金 660 183
　　繰延税金資産 53 9
　　退職給付に係る資産 349 436
　　その他 2,073 2,043
　　貸倒引当金 △181 △183
資産合計 133,887 127,134



大株主
株 主 名 持株数（千株） 持株比率（％）

日本生命保険相互会社 3,274 5.37
株式会社みずほ銀行 2,973 4.88
日本トラスティ･サービス信託銀行
株式会社（信託口） 2,482 4.07

農林中央金庫 2,000 3.28
日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 1,824 2.99

東京海上日動火災保険株式会社 1,805 2.96
株式会社北海道銀行 1,765 2.90
ホッカンホールディングスグループ
取引先持株会 1,594 2.62

JFEスチール株式会社 1,565 2.57
株式会社メタルワン 1,300 2.13

（注１）持株数は千株未満を切捨てて表示しております。
（注２）当社は自己株式6,394,568株を所有していますが、上記大株主からは除いております。
（注３）持株比率は自己株式を控除して計算しております。

会社概要（2017年9月30日現在） 役員（2017年9月30日現在）株式の状況（2017年9月30日現在）

所有者別分布状況

金融機関

個人・その他

40.5%

17.1%

外国法人等
8.4%

自己株
9.5%

金融商品取引業者
1.7%

事業会社・その他法人
22.8%

商 号 ホッカンホールディングス株式会社
HOKKAN HOLDINGS LIMITED

本 社 東京都千代田区丸の内二丁目2番2号
丸の内三井ビル　TEL03-3213-5111

設 立 1950（昭和25）年2月1日
（創立 1921（大正10）年10月23日）

資 本 金 110億8,652万4,995円
従 業 員 数 31名
事 業 内 容 （1）各種空罐、容器の製造販売

（2）清涼飲料水・酒類その他各種飲料の
受託充填および販売

（3）乳製品・菓子類の受託製造販売
（4）レトルト食品の受託製造販売
（5）各種化粧品の受託製造販売
（6）各種機械の製造販売
（7）機械器具設置工事業
（8）倉庫業
（9）土木・建築工事の設計、施工請負

取 締 役 社 長
（代表取締役） 工 藤 常 史 （前列中央）

常 務 取 締 役 山 崎 節 昌 （前列右から3番目）

常 務 取 締 役 池 田 孝 資 （前列左から3番目）

取　 締　 役 久保田　裕　一 （前列右から2番目）

取　 締　 役 藤 本 良 一 （前列左から2番目）

取　 締　 役 小 池 明 夫 （前列右から1番目）

取　 締　 役 武 田 卓 也 （前列左から1番目）

取締役（社外） 田 中 　 弘 （後列右から2番目）

取締役（社外） 安 藤 信 彦 （後列右から1番目）

常 勤 監 査 役 竹 田 由 里 （後列右から3番目）

監　 査　 役 寺 嶋 　 勉 （後列左から3番目）

監査役（社外） 新 名 孝 信 （後列左から2番目）

監査役（社外） 田 代 宏 樹 （後列左から1番目）

発 行 可 能 株 式 総 数 240,000,000 株
発 行 済 株 式 の 総 数 67,346,935 株
株 主 数 4,617 名

Company Data / Stock Information 会社概要／株式の状況

109


